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我々は、高分子で安定化された微小な（粒径< 2 nm）金や銅の貨幣金属クラスターが溶媒に分散した状態で、空気酸化反応や選択
水素化反応に対してサイズ特異的な触媒作用を示すことを報告した[1,2]。この結果は、金属クラスターを固体表面に担持することで、よ
り堅牢で回収・容易に再利用可能な高性能触媒を創出できることを示唆している。しかし、担持金属クラスターのサイズ触媒作用の起
源を理解し最適化するためには、サイズ（構成原子数）、化学組成、表面修飾状態などの構造因子を精密に制御することが不可欠であ
る。そこで、有機配位子で保護された貨幣金属クラスターを出発物質として、これらの構造因子を精密かつ独立に制御する方法を開発
した。講演では、担持貨幣金属のサイズ[3‒5]、組成[6‒8]、表面修飾[9]の制御と評価法を紹介し、これらの構造因子が触媒作用に及ぼす効果
について議論する。 
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